
 

 
 

○は発信する ○つ追究する ○ね粘り強く ○がつながる ○お思いや願いを実現しようとする ○か課題解決する 

今後期待する初音クローバーの姿 

・時間をまもって行動できる子になってほしいです。 

・勉強やスポーツなど、いろいろなことにチャレンジする子 

になってほしいです。 

・相手の目を見て、やさしく話したり聞いたりできるとよいです。 

・友達のことを考えて、楽しくすごせるようになってほしいです。 

 

 

   
             

 

 

  

 

『学校・家庭・地域がつながる学校運営協議会』 
副校長 片岡 ひかり 

 

楽しかった夏休みも終わり、学校に子どもたちの元気な声が戻ってきました。今年は６月が涼しかった分、梅雨

明け後の本格的な暑さが身にこたえる夏となりました。 

今回は、５月下旬に開催された学校運営協議会について紹介します。 

学校運営協議会は、保護者や地域の皆様と学校が情報を共有し、連携・協働しながら学校教育目標の実現

を目指す組織です。また、未来の初音ヶ丘のまちを担う子どもたちの健やかな成長を支えるために、学校運営に

ついて話し合い、地域とともによりよい学校づくりに取り組んでいます。 

委員には、自治会長、青少年指導員協議会会長、放課後キッズクラブのチーフ、PTA会長、中学校長、本校

校長など、学校・保護者・地域を代表する方々が参加しています。 

第１回学校運営協議会では、本年度の学校概要や学校経営方針について説明しました。また、本校が育成を

目指している「初音クローバー」の取組について紹介し、委員の皆様から現在見られる子どもたちの姿や、今後

期待する姿についてご意見をいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員の方々からは、子どもたちのよさを認める声とともに、これからの成長への期待も寄せられました。学校だ

けでは見えない地域での姿、家庭で見られる様子についても共有され、学校・保護者・地域が同じ願いをもって

子どもたちを見守っていることを改めて実感する機会となりました。日頃から温かく子どもたちを見守り、学校を支

えてくださっている地域の皆様に心より感謝申し上げます。初音が丘小学校の子どもたちは、地域との豊かなつ

ながりの中で多くのことを学び、成長しています。 

学校運営協議会は、学校・保護者・地域がそれぞれの立場から思いや願いを共有し、子どもたちの成長を

支える大切な場です。今後も「初音クローバー」の育成を共通の目標として、学校・保護者・地域が三位一体と

なり、力を合わせながらよりよい学校づくりと子どもたちの健やかな成長を支えてまいります。引き続き、ご理解とご

協力をお願いいたします。 

 

学校だより
第5６５号                         横浜市立初音が丘小学校 

月号 
  http://www.edu.city.yokohama.jp/sch/es/hatsunegaoka/  令和 ８年 ８月 ２７日 

現在みられる初音クローバーの姿 

・あいさつは人と人との関係を作る大切な一歩。朝の見守り活動を続ける中で「ありがとうございます。」と声をか

けてくれる子どもたちもいます。 

・あいさつが元気で上手です。 

・ともだちとなかよく遊べています。 
 


